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①大学教育についての
「気づき」が共有できる

自分の目の前にいる学生に対
して、講義・学生支援を通して、
学生がどのような躓きを感じてい
るか、自分の言葉で明らかにで
きる。

講義・学生支援を通して、学生
の様子の変化や成長を実感で
きる。

講義・学生支援を通して、学生
の成長に気づくことができず、改
善の手立てが見当たらない。

②５年後の教育開発のイ
メージが持てる

キーワードをもとに、教育開発に
必要なFDツール（ディプロマポリ
シー、シラバス、ルーブリック）を
説明でき活用できる。

大学改革に必要なFDツールの
いくつかについて理解できる。

FDツールについて必要性がない
と考え、教育開発のイメージを
持たない。

③学内外の現状を分析・
整理し、理解できる

中教審答申・文科省施策や内
外の状況から、大学にいま求め
られている「学習の主体」の転
換、授業手法の開発の位置づ
けを説明できる。

「学習の主体」の転換について
理解し、授業手法の開発の必
要性が分かる。

「学習の主体」は講義を行う教
員にあるため、授業開発や研
究を教員個人で十分行うことが
できると考える。

④学生の学びのための教
育開発の支援者となる

カリキュラムにおける学修目標を
設定し、個々の科目の重要性
と関連性を説明できる。

自分の科目の学修目標を設定
し、学生の到達度を測ることが
できる。

学生の学修目標ではなく、教
員の教育目標を中心に講義・
学生支援を行う。



生命科学の自己評価ルーブリック

 	 
 	 素晴らしい！（４ポイント）	 もう少し！（２ポイント）	 がんばろう！（０ポイント）	 

①知識：講義
で生物学の知
識が身に付い
ている	 

十分に学習（復習）し、
知識を他人に説明できる。	 

まあまあ復習できており、
キーワードを思い出せる。	 

復習が十分ではなく、キ
ーワードがほとんど理解
できなかった。	 

②理解：生物
学のものの見
方を手に入れ

る	 

記述問題に、自分の言葉
を使って答え、正しい解
答に近づいた。	 

記述問題に、授業プリン
トの書き方を参考に、キ
ーワードで解答を表現で
きた。	 

記述課題に、解答できな
かった。	 

③思考：生物
学の考え方を
身に付ける	 

各回の授業での問いを立
て、授業内に自分なりの
答えを導き出した。	 

各回の授業で問いや疑問
点が生まれ、コメントで
きた。	 

出席カードに何も書かな
かった。	 

④判断：人体
の構造と機能
に関わる課題
解決ができる	 

中間テスト、期末テスト
での記述課題に自分の言
葉で具体的な　 答えを導
き出した。	 

中間テスト、期末テスト
での記述課題にキーワー
ドで答えることができた。	 

テストでの記述課題に答
えられなかった。	 

⑤関心：生命
現象に対する
科学的倫理観
を養う	 

自分の興味をもった課題
を見つけ、ミニレポート
として成果を提出し、十
分な内容に仕上げた。	 

自分の興味のある課題を
見つけ、提出を目指した
がミニレポートは不十分
であった。	 

課題が見つけられず、ミ
ニレポートも提出しなか
った。	 

生命科学（前期・２単位）では、①専門科目の基盤となる生物学の知識について理解を深める。②生物学的なものの見方・
考え方を身につけ、人体の構造と機能に関わる基礎知識を確実に修得する。③それだけにとどまらず、新しい知見について
も触れ、生命現象に対する科学的倫理観を養う。という教育目標のもと、次の到達目標に沿って講義の成績評価とします。	 



ワークショップに用いる用語： 
ルーブリックの４要素

•  課題　　・・・　課題内容
•  観点（学修規準）　・・・　課題に必要なスキル
•  尺度（基準）　・・・　評価のレベル（３～５段階）
•  評価基準　・・・　観点と尺度により規定される内容

3 

課題：　	

 	
 	 レベル３（優）	 レベル２（良）	 レベル１（可）	

観点１
(10pt.)	

・・・	 ・・・	 ・・・	

観点２
(20pt.)	

・・・	 ・・・	 ・・・	
評価基準	



ワークショップのために
•  事前に考えてきていただきたいこと 
（シラバス、これまでの授業実践・教育支援から）

– あなたの授業での成績評価は？ 
（タイミング、方法、基準、コスト、課題設定の理由・
根拠、採点結果・成績分布）	

– 学生に何を期待し、なぜその課題を与え、そのとき何が
起っていたか？

– あなたの講義・実習・実験・ゼミを通して成長してほ
しい「卒業生の姿」「学修成果」は？	



 

課題: 
 

 

 

観点＼尺度 

 

（レベル３） （レベル２） （レベル１） 

    

    

    

    

 










